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私たちの世代は「日本の製造業は高い技術力を有する」と

教えられてきました．このため，今回紹介する記事のタイト

ルは，一見すると「高品質と言われる日本製品に疑いの目を

むける」という主旨かとも感じられます．しかし，そうでは

ありません．この記事が掲載された1962年頃は，「日本の技

術も随分進歩したが，欧米と比べてはまだまだ」と言われて

いたようです．

少し話が逸れますが，80年代に制作された米国映画

『Back to the Future』シリーズでは，日本製の自動車やカメ

ラが「高品質なもの」として登場します．主人公のマーティ

はタイムマシン(通称デロリアン)に乗って1985年から1955

年の世界へ行き，そこでは日本の製品が「低品質なもの」と

世間で認識されていることを目の当たりにします．日本の技

術力に対する外国からの評価が時代ともに大きく変遷したこ

とを利用して，タイムトラベルしたことを巧みに印象づけて

いるシーンとなっています．

ただし終戦直後の日本のメーカーも，甘んじて外国メーカ

ーの後塵を拝していたわけではないと思われます．1954年

に大同製鋼株式会社(現・大同特殊鋼株式会社)の技法広報誌

『電気製鋼』に掲載された記事では，自動車用特殊鋼および

軸受鋼を例にとり，日本の特殊鋼の品質が世界水準に達して

きたことが報告されています[錦織清治，電気製鋼，25巻，

27]．

しかし，その一方で，今回紹介する記事で話題としている

高速度工具鋼(以下，高速度鋼)に関しては，1962年当時に

おいても日本が他国を追いかける立場にいました．高速度鋼

はもともと19世紀後半にタングステン系の鉄合金として発

明され，第二次世界大戦中に供給不安のあるタングステンを

モリブデンで代替するべくドイツや米国で活発に研究された

背景があります．モリブデン系高速度鋼として M1 や M2

が開発され，大戦後に米国を中心として急速に普及しました．

本記事では，加工メーカーが国産のモリブデン系高速度鋼

を使用した際に実際に不具合を体験し，国産材を輸入品より

も低く評価していたことが書いてあります．はたして当時，

本当に国産素材の品質が劣っていたのでしょうか著者は，

輸入品と国産材の比較試験により，それを確かめました．そ

の結果，ユーザー側において国産材で見られた不具合は必ず

しも素材メーカーの技術力が低いことが理由なのではなく，

代理店を経由する流通システムによって素材メーカーが特定

できなくなる点など，日本特有の問題があったことが見えて

きます．

     

日本における高速度鋼の生産量は60年代に大きく伸び，

1970年時点での生産量は 15,000 t となりました[清永欣吾，

精密機械，39巻，877887]．工具鋼を使う側からの観点で

は，長持ちする鋼材が開発されれば，より多数の部品を加工

できるのでコスト削減につながります．自動車メーカー・機

械メーカーからの厳しい要求に素材メーカーが応え，高度経

済成長を支えたことは間違いありません．

モリブデン系高速度鋼の普及から JIS も見直され，1968

年には SKH 52, 53, 54, 55, 56, 57と多種のモリブデン系合金

が規格化されました．それから現代に至るまで，粉末冶金法

や表面処理法の開発など，高速度鋼については数々の技術革

新があったことを本誌読者の皆様はよくご存じと思います．

また，原料である鉄スクラップの品位が高くなったことも，

特殊鋼の品質向上につながっています．一方で，ユーザーが

代理店を経由して規格品の素材を購入する流通システムは現

在も大きく変わってはいませんが，素材メーカーは独自のブ

ランド鋼も販売しており，ユーザーはそれを指定して購入す

ることができます．

しかし近年でも，材料の信頼性が問題となり，世間を騒が

せることがあります．私たちはデロリアンに乗って過去に戻

ることはできませんが，“まてりあ”に載った記事を読み，

過去に思いを馳せることができます．本記事は，芝居の台本

のように台詞が書いてある点も面白く，日本のメーカーが高

い品質と信頼性を誇れるまでに至った歴史を再認識するのに

大変良いのではないでしょうか．
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